
目

次

告

示

○
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
漁
獲
共
済
加
入
義
務
の
発
生
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
水
産
振
興
課
）
…
一

○
道
路
の
供
用
の
開
始
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
道

路

課
）
…
一

公

告

○
特
定
調
達
契
約
に
係
る
落
札
者
の
決
定
に
関
す
る
公
示
qqqqqqqqqqqqqqq（
会
計
管
理
課
）
…
二

出
先
機
関

○
道
路
の
位
置
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
下
北
地
域

県

民

局
）
…
二

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表
qqqqqqqqqqqqqqq（
事

務

局
）
…
二

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
qqq（

同

）
…
三

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
の
公
表
qqqqqqqqq（

同

）
…
三

公
安
委
員
会

○
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
実
施
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
保

安

課
）
…
四

告

示

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
四
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定
す
る

要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

区

域

区

分

八
戸
市
大
字
市
川
町
字
下
大
谷
地
二
の
五

石
田

ハ
イ
ツ
二
の
一

木
田

茂
美

八
戸
市
大
字
市
川
町
字
古
館
一
三
木
村

日
出
夫

市
川
区
域

市
川
漁
業
協
同

組
合
の
地
区

小
型
定
置
漁
業
及

び
総
ト
ン
数
十
ト

ン
未
満
の
漁
船
に

よ
り
行
う
漁
業

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備

部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
前
坂
藤
崎
線

南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字
藤
崎
字
真
那
板
縁
一
二
四
の

一
か
ら

南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字
藤
崎
字
高
瀬
五
三
の
三
ま
で

平
成
二九･
八･一八

公

告

青
森
県
報
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第
四
千
三
百
三
十
八
号

平
成
二
十
九
年

八
月
十
八
日

（
金
曜
日
）



特
定
調
達
契
約
に
係
る
落
札
者
の
決
定
に
関
す
る
公
示

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
、
同
令

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

気
象
観
測
装
置

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

青
森
県
出
納
局
会
計
管
理
課

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
の
一

三

契
約
の
方
法

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
八
月
二
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
西
衡
器
製
作
所

青
森
市
新
町
二
丁
目
六
の
二
〇

六

落
札
金
額

千
九
百
三
十
二
万
千
二
百
円

七

落
札
者
を
決
定
し
た
手
続

入
札
参
加
資
格
審
査
に
お
い
て
、
購
入
物
品
に
要
求
す
る
性
能
等
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
判
断

さ
れ
た
製
作
仕
様
書
及
び
工
程
表
に
基
づ
く
入
札
書
に
よ
り
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
、

最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

八

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
一
日

出

先

機

関

下
北
地
域
県
民
局
告
示
第
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
の
で
、
青
森
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六

年
二
月
青
森
県
規
則
第
二
十
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
建
築
住
宅
課
、
下
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

及
び
む
つ
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

下
北
地
域
県
民
局
長

濱

谷

雅

人

位

置

延

長

幅

員

指

定

年
月
日

む
つ
市
大
字
田
名
部
字
山
道
ノ

内
南
女
舘
七
の
一
二
、
七
の
五

一
、
七
の
五
二

四
五
・
八
九
メ
ー
ト

ル

八
・
〇
一
メ
ー
ト
ル

平
成
二九･
八･
九

二
三
・
八
二
メ
ー
ト

ル

六
・
〇
一
メ
ー
ト
ル

二
六
・
四
一
メ
ー
ト

ル

六
・
〇
一
メ
ー
ト
ル

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治

団
体
の
設
立
の
届
出
の
あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
を
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日青

森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
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政
治
団
体
の

名

称

代

表

者

氏

名

会
計
責
任
者

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所

在
地

届

出

年
月
日

佐
々
木
孝
昌
後
援

会

佐
々
木

孝
昌

佐
藤

文
則

五
所
川
原
市
字
大
町

一
の
一

平
成
二九･
七･一二

頼
政
会

谷
川

政
人

鈴
木

潤
一

弘
前
市
大
字
徳
田
町

二
九
の
三

二九･
七･一九

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
政
治
団
体
か
ら
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日青

森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

自
由
民
主
党
青
森
県

看
護
連
盟
支
部

（
須
藤

明
子
）

代

表

者

須
藤

明
子

牧
野

昭
子

平
成
二九･
七･
一

政
党
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

青
森
県
看
護
連
盟

（
須
藤

明
子
）

代

表

者

須
藤

明
子

牧
野

昭
子

平
成
二九･
七･
一

会
計
責
任
者

高
野

紀
子

一
町
田

知
子

東
通

風
の
会

（
柿
﨑

陽
一
）

会
計
責
任
者

小
野

剛
滝

渡
部

良
宗

二九･
七･
三

東
條
昭
彦
後
援
会

（
菊
地

隆
）

代

表

者

菊
地

隆

今
村

魁
次

二九･
七･
七

青
森
県
理
学
療
法
士

連
盟
（
氣
仙

裕
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

下
北
郡
東
通
村
大

字
砂
子
又
字
里
六

〇

青
森
市
松
原
一
丁

目
五
の
五

二九･
七･一五

代

表

者

氣
仙

裕

村
上

三
四
郎

会
計
責
任
者

四
ツ
谷

隆
輔

古
木
名

寿
登

税
理
士
に
よ
る
津
島

淳
後
援
会

（
今

良
暢
）

代

表

者

今

良
暢

米
田

孝
嗣

二九･
七･一八

会
計
責
任
者

川
村

洋
平

泉
谷

博
之

青
森
県
税
理
士
政
治

連
盟
（
西
村

晴
夫
）

代

表

者

西
村

晴
夫

大
坂

健
蔵

二九･
七･一八

会
計
責
任
者

里
村

敏
明

今

良
暢

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等

を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日青

森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）

の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名

称

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指

定

年
月
日

谷
川

政
人

青
森
県
議
会
議

員

頼
政
会

弘
前
市
大
字
徳
田
町

二
九
の
三

平
成
二九･
七･一一

公

安

委

員

会
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青
森
県
公
安
委
員
会
告
示
第
九
十
五
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
機
械

警
備
業
務
管
理
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備

業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以

下
「
講
習
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
講
習
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

高

畑

子

一

実
施
期
間
及
び
実
施
時
間

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
五
日
（
木
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
二

実
施
場
所

青
森
市
問
屋
町
一
丁
目
一
〇
の
一
〇

青
森
市
は
ま
な
す
会
館

三

受
講
定
員

四
人
（
予
定
）

四

受
講
申
込
み
の
手
続

１

受
講
申
込
み
の
受
付
期
間
等

㈠

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
九
月
四
日
（
月
）
か
ら
同
月
八
日
（
金
）
ま
で
の
間

㈡

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

㈢

受
付
の
締
切
り

受
講
申
込
み
の
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
講
申
込
者
の
人
員
が
予
定
人
員
に
達
し
次
第
、

受
付
を
締
め
切
る
。

２

受
講
申
込
書
の
受
付
場
所

青
森
県
内
の
警
察
署
（
警
察
署
分
庁
舎
を
含
む
。
）
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課

３

申
込
方
法

四
の
２
の
受
付
場
所
に
受
講
申
込
み
の
書
類
及
び
受
講
手
数
料
を
持
参
し
て
申
込
み
を
行
う

こ
と
と
し
、
郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
は
認
め
な
い
。

４

受
講
申
込
み
の
書
類

講
習
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
受
講
申
込
書
（
申
込
み
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
写
真
一
葉
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。
）
一
通

５

受
講
手
数
料

受
講
手
数
料
三
万
八
千
円
分
を
青
森
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
入
す

る
こ
と
。

五

講
習
受
付
時
間

講
習
初
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
間

六

そ
の
他

１

講
習
終
了
後
、
修
了
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対

し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

２

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

七

受
講
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ
先

１

青
森
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
保
安
課

電
話
〇
一
七
―
七
二
三
―
四
二
一
一

２

青
森
県
内
の
警
察
署
（
警
察
署
分
庁
舎
を
含
む
。
）
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課
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所
・
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人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭


